■平成２３年度　第２回宗像市国民健康保険運営協議会　議事録
	平成２３年度　第２回宗像市国民健康保険運営協議会

	日時
	平成２４年　２月１４日（火）午後２時～

	会場
	宗像市役所３階３０１会議室

	出席者
	会長：水上勝則、委員：伊藤榮子、眞武桃香、瀧口玉代、天野寛子、石野洋一、和田俊樹、山根勲、安東恵津子、洲崎好香、福﨑直美、山口政行、穂坂克博

	その他出席者
（事務局）
	宮部武文（副市長）、野中潔（健康福祉部長）、馬場園明（国保医療課長）、吉原賢治（国保医療課国民健康保険係長）

	議案
	１．宗像市国民健康保険運営協議会の運営方針について
２．宗像市国民健康保険運営協議会傍聴要領について
３．市ホームページでの議事録の公開について

４．宗像市国保財政の状況について

５．平成２４年度予算（案）について

	報告事項
	1． ジェネリック医薬品差額通知（国民健康保険）の送付について
2． ジェネリック医薬品差額通知（後期高齢者医療保険）の送付について

3． ジェネリック医薬品説明パンフの配布について

	資料
	1． 宗像市国民健康保険運営協議会運営方針
2． 宗像市国民健康保険運営協議会傍聴要領

3． 様式１「傍聴申込書兼傍聴券」

4． 宗像市国民健康保険財政状況の概要

5． 平成２４年度宗像市国民健康保険特別会計（事業勘定）当初予算（案）

6． 平成２４年度宗像市国民健康保険特別会計（直診勘定）当初予算（案）

7． 冊子「国保のことば」

	議事録（要点筆記）

	項 目
	区 分
	内 容

	委嘱状の交付


	副市長
	　副市長が委嘱状を交付。

	挨拶


	副市長
	　副市長が挨拶。

	自己紹介
	
	　出席委員の自己紹介。

	開会
	事務局
	　委員の過半数以上の出席。宗像市国民健康保険運営協議会規則第４条第５項により、定足数を満たしているため会議成立。
　平成２３年度第２回宗像市国民健康保険運営協議会を開会。

　配布資料の確認。



	挨拶
	会長
	　会長挨拶。


	項 目
	区 分
	内 容

	議事録署名委員の指名
	会長
	　議事録署名委員の指名。伊藤委員と天野委員を指名。



	議題（１）

宗像市国民健康保険運営協議会の運営方針について

	会長
	　本日の議事に入る。

　議題（１）から（３）までは一括議題とする。

　事務局から説明を求める。



	
	事務局
	　議題（１）から（３）について、説明。



	
	会長
	　事務局の説明があったが、これより１件ずつ質疑を行い、採決を行いたい。

　まず最初に、（１）の宗像市国民健康保険運営協議会の運営方針について、質疑・意見はないか。



	
	
	（質疑なし）

	
	会長
	　この件について、承認をすることに異議はないか。



	
	
	（異議なし）

	
	会長
	　（１）については、ご承認をいただいた。



	議題（２）

宗像市国民健康保険運営協議会傍聴要領について
	会長
	　（２）の宗像市国民健康保険運営協議会傍聴要領について、質疑・意見はないか。



	
	Ａ委員
	　公開すること自体に異論はない。ただ、今日からすぐ傍聴とは心の準備ができていない。ちょっと腑に落ちない。


	
	Ｂ委員
	例えば委員から動議として今からの議題は公開しないことを提案できるのか。


	
	事務局
	内容が特定の医療機関や特定の個人に係る場合は非公開にするということは可能と思われる。


	
	Ｂ委員
	今日非公開にする特別の理由があるわけでもない。傍聴を認めることはやむを得ないと思う。



	
	Ｃ委員
	保険税の値上げが決まる前に傍聴しておきたいということだと思うので、傍聴してもらったほうがよい。



	項 目
	区 分
	内 容

	議題（２）

宗像市国民健康保険運営協議会傍聴要領について
	会長
	それぞれ意見はあるが、一応今日から施行する。

次からこういうルール決めの場合は前もって手続きを踏んでほしいということを事務局に要望していきたいがよろしいか。



	
	
	（はい）

	
	会長
	議題（２）宗像市国民健康保険運営協議会傍聴要領について、他に異議がないため、提案どおり了承する。



	議題（３）

市ホームページでの議事録の公開について
	会長
	議題（３）市ホームページでの議事録の公開について、質疑・意見はないか。



	
	
	（質疑なし）

	
	会長
	議題（３）市ホームページでの議事録の公開について、質疑がないため、提案どおり了承する。



	傍聴手続



	傍聴者へのお願い
	会長
	傍聴券の傍聴人遵守事項をご覧になって、議事運営にご協力いただきたい。



	議題（４）

宗像市国保の財政状況について
	会長
	次の議事に入る。

議題（４）宗像市の国保財政の状況について、事務局から説明をお願いする。



	
	事務局
	議題（４）について、説明。



	
	会長
	　議題（４）宗像市の国保財政の状況について、質疑・意見はないか。



	
	Ｃ委員
	　支出の移り変わりは、８５億（２１年度）、８９億（２２年度）、９６億（２３年度）と上がってきていて、２４年度は９９億というのはかなり低いのではないか。



	
	事務局
	　ご指摘のとおり。一つは、２３年支出には前年度国庫補助の精算分が含まれている。また、２４年４月には診療報酬改定があり医療費の予測が困難。これらを除けば大体通常の伸び率かと思う。

	項 目
	区 分
	内 容

	議題（４）

宗像市国保の財政状況について
	Ｄ委員
	保有している基金はもうないのか。



	
	事務局
	はい。２０年度で５億弱あったが、２３年度に１億５千万円取り崩して、残額はゼロとなる見込み。



	
	Ｃ委員
	　少なくとも１年高齢化するわけだから、医療費の伸びが落ちるというのはたぶんない。
昨年から比べて１０億近く増えるという支出の結果に、１年後はなると思うが。

	
	Ｄ委員
	　確実になると思う。ちゃんともう少し考えないといけないのではないか。



	
	事務局
	　医療費の増額分は保険税で賄う。宗像市においてはここ１０年あまり保険税の改定はせず据え置いている。

　今までもった理由は、県内でベスト５に入ると思われる高い収納率と保有してきた基金。

　出を多くみると、入りもそれだけ必要になる。今、一般会計からの繰入をせざるを得ない状況であり、医療費についてはぎりぎりの線で見込んでいる。



	
	Ｂ委員
	　２年前の急激な伸びは医療費改定の部分が大きいと思われる。今回そういうのがなければ、伸び率は違ってくると思うがやはり伸びるだろう。だから繰入金頼みが果たしてどこまで。この伸び方をみていても見通しがちょっと。各人の負担に切り込んでいかないといけない。



	
	事務局
	　いずれ保険税は手をつけなければいけない。保険税に手をつけていく部分については、今の状況を分かりやすくお知らせするということが先決。次いで、政策的なこともあるが、保険税の話になってこようかと思う。



	
	Ｃ委員
	　保険税を上げたら、よその自治体とかで受診抑制が起こって医療費が抑えられたということは。



	
	事務局
	　医療費についてはどこも下がったところはなく、あがり続けている。支出を賄うための値上げであり、医療費抑制のための値上げというのは成り立たないと思う。

	項 目
	区 分
	内 容

	議題（４）

宗像市国保の財政状況について


	Ｃ委員
	　宗像市の一般会計の予算規模は単年でいくらか。



	
	事務局
	　３００億ちょっと。



	
	Ｃ委員
	　２３年度は３００億のうち９億まわしてもらったのか。



	
	事務局
	　一般会計繰入金のなかには、国・県から一般会計に地方の財源として交付されるものも入っている。



	
	Ｂ委員
	徴収率が数年格段に落ちているというのは。



	
	事務局
	逆に上がっている。

平成２２年度格段に収納率が上昇しているが、保険税の収納額は減少している。これは所得の減少が非常に大きいということを表している。



	
	Ｂ委員
	こういうご時世で収納率が上がっているのは大したもの。



	
	Ｃ委員
	徴収コストがかかっている。



	
	事務局
	そうとはいえないと思う。法に則って滞納処分として厳しく対応している。もう一つは、ファイナンシャルプランナーを雇い入れて生活設計について細かく提案している。


	
	Ｆ委員
	世帯あたりの保険税額が２２年度では１４万６千円。これは全体を平均したものだが、収入額とか割合とかいうものがあるのか。



	
	事務局
	単純に総数を世帯数で割った平均値。偏差値的にどういう方が多いかということになると、その額を出したことはない。



	
	Ｆ委員
	収入のパーセンテージからいって支払いがきついということがあると思う。そういう方たちが保険税があがるとなると、滞納率が増えてくる可能性も出てくる心配がある。



	
	Ｅ委員
	今年も一般会計から繰入したのか。



	項 目
	区 分
	内 容

	議題（４）

宗像市国保の財政状況について


	事務局
	　はい。その予定。


	
	Ｅ委員
	　社会保険加入者からブーイングは出ないのか。他の自治体は一般会計から繰り入れているのか。



	
	事務局
	　事例は多い。



	
	Ｇ委員
	　会社、事業所に勤めている方で宗像市在住者は、市民税も払っている。その方々の税金を国保のために投入することは、中には納得されない方もいるかもしれないので、反対だ。



	
	Ｃ委員
	保険税の値上げで賄うのが筋だと。



	
	Ｇ委員
	　本来は。



	
	事務局
	協会けんぽは、一般会計からの繰入金などという仕組みがないため、保険料を上げざるを得ない。



	
	会長
	他の質問はないか。



	
	事務局


	国民健康保険財政の仕組みについて、補足説明。

	
	会長　


	他の質問はないか。他にないようなので、この件については、事務局の説明を了承したいと思う。



	議題（５）

平成２４年度予算（案）について


	会長　


	次の議事に入る。

議題（５）平成２４年度予算（案）について、事務局から説明をお願いする。



	
	事務局
	　議題（５）平成２４年度予算（案）について、概略の説明。


	
	会長
	　２４年度予算案の方向性に関する内容であったが、質問・意見はないか。


	
	
	（質疑なし）

	
	会長
	特段ないため、ただいまの説明について、了承したい。



	項 目
	区 分
	内 容

	その他報告事項


	会長
	その他報告事項について、事務局からお願いする。



	
	事務局
	　その他報告事項として、３点報告する。

　ジェネリック差額通知を平成２４年１月から月１００件発送していることを報告。

　後期高齢者医療保険のジェネリック差額通知について、広域連合が１月に４万通送付済み。１月から３月までの３ヶ月で、１２万人に送付予定。

　ジェネリック医薬品の説明パンフレットを全戸配布したことを報告。


	
	会長
	その他報告事項の内容について、特にないか。

ないようなので、本日予定の議事をすべて終了した。

これをもって、平成２３年度第２回宗像市国民健康保険運営協議会を閉会する。

　以上


平成２４年　６月　８日
宗像市国民健康保険運営協議会会長




水　上　　勝　則
印　　
議事録署名委員




天　野　　寛　子
印　　
議事録署名委員




伊　藤　　榮　子
印　　
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